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Abstract ：  This research investigates a technique material traditional for development of 

dyeing-and-weaving culture, and preservation. By research, we understand people's sense of values and 

technology in connection with a traditional technique and material. We use Japanese culture for education 

or regional improvement.  

 

はじめに 

 染織文化に関する技法材料の現状調査をおこなう事は、多くの可能性の基礎研究となる。インターネッ

トが発展し、世界を緊密に繋げる現在。地域毎の文化は注いだ色が混ざり合うように、融合し新しい色を

生み出すと考える。この調査で考える事は、文化的な表現が近づいた場合、何を持って『らしさ』を表現し

てゆくのだろうかということである。また、日本という地域に育つ染織文化の現状の声を集めることで、貴重

な技術の保存や継承に対してどのようなアプローチをすべきかを考える資料とする。 

 この調査活動の結果を広く公開することで、日本の染織文化を支える技法材料や地域伝統工芸の保存

や継承活動の動きを喚起する一助となることを目指したい。 

方法  
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 後述する技術保持者の方々から技術の現状や環境などについて取材調査をおこない、録音した内容

をまとめる。また、今後の資料となる道具、材料の撮影を同時におこなう。これにより、文字だけでは伝わり

にくい部分の現状を記録することで、視覚的にも理解しやすく、教育的な資料や地域振興の資料としても

使用可能な調査をおこなっていく。 

結果（取材内容 要約） 

○埼玉県指定伝統工芸 熊谷染 伝統工芸師 大久保伯男 氏 

熊谷染の概要：市内神社仏閣に奉納された絵馬や灯籠より、江戸時代中期以降に熊谷地域一帯で染色

業が盛んになったと考えられる。埼玉県伝統的手工芸品として昭和５３年に「熊谷染 友禅」が指定を受

け、昭和５４年に「熊谷染 小紋」が指定を受けた。[1][2] 

・材料の供給先の減少 

 

・道具製作の職人の減少 

・伝統工芸としての継承事業 

・伝統工芸の価値を受け入れ繋い

でゆく社会環境の必要性 

 

○日本刺繍技術保持者 荒木 のり子 氏・佐藤 典子 氏 

・刺繍は加飾として成り立っており、

土台となる生地産業が衰退してい

る。 

・継承活動のギリギリのライン 

（現役の中でも継承が途絶えてきて

いる） 
かま糸 刺繍針各種

○日本竹筬技術保存研究会 会長 下村 輝 氏・竹筬加工技術者 森 武 氏 

 

 

 

 

 

 

竹筬（筬編工程） 筬羽作り 筬羽（0.21mm）  
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